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RI第2780地区クラブ奉仕委員会
【（推奨）クラブ運営の手引き】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RI第2780地区クラブ奉仕委員会
　本手引きは、各ロータリー・クラブが日常の運営を円滑にするために整えておくべき事柄に関する提案の体裁を持ったものである。したがって各ロータリー・クラブは、この手引きに拘束される根拠はない。いささかなりともクラブ活性化の手助けになれば、との思いからRI第2780地区クブ奉仕委員会が検討・協議したささやかな成果にすぎない。本手引きに関わらず活性化が図られるなら、委員会委員個々の望みは実を結ぶこととなる。
1: クラブ理事会に関する事柄　
　クラブ理事会：クラブのあらゆる事項に関する理事会の決定は最終的なものであって、クラブに対して提訴する以外にはこれを覆す余地はない。（標準ロータリー・クラブ定款第10条第3節）但、会員身分終結決定を除く。
a. 役員と理事がクラブ理事会を構成する。（推奨ロータリー・クラブ細則第3条第2節）
b. クラブ役員：会長、直前会長、会長エレクト、副会長（複数名の場合もある）、幹事、会計、会場監督、以上7名（標準ロータリー・クラブ定款）
c. 上記役員のうち、会長、直前会長、会長エレクト、副会長は、全員理事会のメンバーとする。また、幹事、会計及び会場監督は、細則の定めるところに従って、理事会のメンバーであっても、またはそうでなくてもよい。（標準ロータリー・クラブ定款）
d. クラブ理事：会長、直前会長、会長エレクト、副会長（複数名もあり）、理事会の裁量により加えられる理事・数名（即ち必須理事会メンバー：採否に参加）
e. 理事会の裁量によって選ばれる理事は、主要委員会委員長を基本とする。
f. 理事会のメンバー：上記dに同じ、としてよいと考えられる。
g. 幹事、会計、会場監督は、その実務的、具体的任務故に採否には参加しないことが望ましい。（標準ロータリー・クラブ定款の根底にある考え方）クラブ理事会の構成員として理事会への参加はするべき。
h. 採否に参加する「理事会のメンバー」の数は、奇数である必要はない。賛否同数を議長である会長の意志で決するというのはロータリーには馴染まない。議長である会長を除く理事会メンバーの賛否が同数の場合は、継続審議として採決しないのがロータリーらしいのではないか。
　理事会の先議権：クラブは、理事会によって審議される前に、クラブを拘束するいかなる決議または提案も審議してはならない。かかる決議または提案がクラブの会合で提起されたならば、討議に付することなく理事会に付託しなければならない。（推奨ロータリー・クラブ細則第14条）
a. 理事会に付託された提案は、どのような手順でクラブとして展開して行くかを議論しなければならない。例えば自由な意見を求めるための「クラブフォーラム」か、理事会作成のたたき台を基にした「クラブ協議会」のいずれが適切かを定める。もちろんこの選択は問題の性質によるものであって、常に二者択一が可能というものではない。また、中には結論を最初に理事会で決する性質のものもあるであろう。
b. 要は、先議権は先んじて議論する権限のことであって、その段階で結論を出すことを定めたものではないということである。
　理事会は、当該年度におけるクラブの最高決議機関であって、年度を越えた拘束力はもとより有してはいない。
2: 追加委員会に関する事柄
　【クラブにおける委員会構成と長期計画委員会との位置づけの問題】
　どのような委員会であれ、クラブ細則に定められていない追加委員会（特別委員会）の発足は、当該年度クラブ理事会によって誕生する以外の方法はない。
「クラブ委員会は、クラブの年次目標および長期目標を実行する責務を担う。会長エレクト、会長、直前会長は、指導の継続性と計画の一貫性を図るよう協力すべきである。」（推奨ロータリー・クラブ細則第9条）
「その他、必要に応じ特別（アドホック）委員会を設けることが出来る。」（推奨ロータリー・クラブ細則第9条）
長期計画委員会
a. 年度を越えて活動する長期計画委員会はクラブ理事会直轄の委員会であり常設委員会とは性格を異にするばかりでなく通常設置されることのある追加委員会（特別委員会）とも異なります。
b. 長期計画委員会の構成は、現年度クラブ会長、直前会長、会長エレクト、副会長、クラブ研修リーダー、若干名の委員。
c. 当該年度クラブ理事会が長期計画委員会に対してできることは、要望の提出、可能な協力、決定の承認である。
d. クラブ研修リーダーは、長期計画委員会の構成メンバーであることが望ましい。
［解説］　　誤解を生む原因としての「長期」という言葉：

Ｓtrategic を｢長期｣という日本語にした為に基本的な誤解を生じたと思います。ＲＩ　の長期計画は、
1 継続する奉仕活動だけを企画することが望ましいと言っているのではなく、
2 単年度制というロータリーの活動制度を否定している訳でもありません。

　　
Ｓtrategic Plan の実質は、より力強く、活動的で充実したクラブの実現を目指す国際ロータリーの遠大なプランです。

　　「特別委員会と理事会」

　　　年度を越えた特別委員会の決定に関して、現年度の理事会が最大の権限として履行できることは、「決議や決定事項の承認」でなければならない。形の上で現年度の理事会は「クラブのこれからの進むべき道や、このような課題も当然担う事態が予測できるから長期委員会で検討して欲しい」等の要望を特別委員会である長期計画委員会に提出することは出来ても、その決定に異議を唱えるに類することは、現年度の最高決議機関としても限界を超えているものと判断すべきでしょう。従って、この年度を越えた特別委員会に対して、現年度理事会が採るべき立場は、「より実りある成果を生み出すための［協力］と決定に対する肯定的な、あるいは激励になるような［承認］」ということでしょう。もう一つ、現年度理事会直轄の「クラブ研修リーダー」の長期計画委員会に対する積極的な協力の要請も、理事会の持つ大切な任務でないでしょうか。
3: クラブ細則に関する事柄
　推奨ロータリー・クラブ細則は、但し書きにあるように、「本細則は単に推奨されるにすぎない。従って、ロータリー・クラブは、標準ロータリー・クラブ定款、RI定款、RI細則、およびロータリー章典と矛盾しない限り、クラブ自身の事情に応じて変更することが出来る。疑問がある場合は、その変更案をRI事務総長に提出してRI理事会の審議を乞わなければならない。」という性格のものである。
　上記組織規定のうち、「ロータリー章典」に関しては、その中に次の規定がある。「本章典は組織規定文書を補足するものであり、組織規定文書に即して解釈されるべきである。組織規定文書の規定と本章典の規定とが一致しない場合、組織規定が優先され、章典の規定の一致しない部分は修正されることになる。」(ロータリー章典：1.050)

【推奨ロータリー・クラブ細則の解釈について】
それではそれぞれのクラブ細則は、何処まで推奨ロータリー・クラブ細則に拘束されるのか、という困難な課題が残ります。指針としては下記に列挙しますが、すべてを指針に合わせる必要はないものとお考えいただいて差し支えありません。あくまで指針です。
a. クラブ理事会の構成、採決に参加する理事会のメンバーについては先に述べました。
b. 理事・役員の選挙に関してはクラブの裁量によって定めることが出来ます。指名委員会制度が採用されるなら望ましいことであると言えるでしょう。
c. 役員の任務に付け加えるべきことがあっても一向に差し支えない。例えば会場監督が例会の進行役を務めることなども問題はありません。推奨ロータリー・クラブ細則もその点充分な柔軟性のある文言になっています。
d. 年次総会を、会計に関するものと人事に関するものを分けて年度中2回実施しているクラブもあります。クラブの裁量です。
e. 例会の曜日や時刻（開始）は細則事項であることを充分ご承知ください。ガバナー公式訪問時にその変更の是非を問われることがありますが、クラブの事情で、細則に定められた改正の手続きによって変更することが可能です。つまりガバナーに聞くべきことではないということです。また、推奨ロータリー・クラブ細則に例会の終了時刻の表示がないことを改めてご確認ください。終了時刻を定めることも出来ますが、必要な内容が終了するまで例会を行うことも可能だということです。所要時間に関する定めはありません。
f. 定例理事会を毎月としてあります。ロータリー・クラブの活動全般を見るとき、やはり月1回は必要だと考えられます。それ以上の頻度については、クラブの事情において、という判断になると思います。

g. 入会金と年会費の金額はクラブが定めるべきことです。入会金の存在は、あらゆる任意団体の慣例でもありますし、重要な項目に相違ありません。またクラブとしても入会に伴う費用が明らかに存在もしています。標準ロータリー・クラブ定款記載の例外規定はそのまま記載される必要があります。会費の納入期はクラブの実情によって定められます。機関誌購読料を何時とするかについてもクラブの裁量によってということでよいでしょう。
h. 採決方法も挙手でもよく、拍手でもよいでしょう。その他は、推奨ロータリー・クラブ細則に準拠した方がよいのではないでしょうか。

i. 委員会の構成に関しては、RI推奨との関連性に対する意識を充分持っているのであれば、クラブの裁量ということで差支えないものと考えられます。つまり、CLPが推奨事項である期間中という限定つきで。

j. 委員会の任務等もクラブの定めるところに従うこととなります。

k. 出席義務規定の免除は、標準ロータリー・クラブ定款に定められていますから、それが大きな拘束力となります。理事会が充分正当であると認めるための指針は用意しておいた方がよいでしょう。注意を促したいのは、「出席義務」の方です。クラブ会員の義務として例会出席が根本的に前提としているロータリーの基本的考え方をこそご確認いただきたいと思います。
l. 財務に関して、予算は2種類に分ける云々の文言がありますが、日本の伝統として、ここにスマイル（ニコニコ）会計が登場することとなるでしょう。推奨ロータリー・クラブ細則第１２条第5節に記載している保証に関する事は、クラブとして可能であればその方がより確かな資金管理法となるでしょう。また同第6節の機関誌購読料関連は、会費の納入との一貫性があればよいでしょう。
m. 会員選挙の方法は、それこそクラブの実情に対応する選挙方法を定めるべきでしょう。推奨ロータリー・クラブ細則を充分参考の上で、特に第１３条第3節と第5節の部分は配慮が必要です。

n. 第14条のクラブ理事会の権限は守るべきだと考えられます。

o. 議事の順序は、タイトルを「例会の次第」としても差し支えないものと思います。細則の改正をする例会は基本的に例外的なものですから、その旨付記すればよいでしょう。

p. 改正の規定は基本的に推奨ロータリー・クラブ細則に従ってよいものと思います。

q. 細則の条項だけでなく、クラブとしての目指す方向を示した（もちろん組織規定やロータリー理念に矛盾がないことが原則ですが）宣言文が冒頭にあってもよいでしょう。クラブにおける奉仕活動実施の手順の概略が条項に入ることもよいでしょう。家族参加を促す文言が入ることも素晴らしいことだと思います。クラブ会員に身近で尚且つ個々の意識を喚起するような条項の記載はなされるべきだと思います。
ＲＩの長期計画（Strategic  Plan）と
　　クラブのＣＬＰの長期計画（Long-range  Plan）および年次目標（annual  goals）
そしてCLPの長期計画の策定の手順
RI第2780地区クラブ奉仕委員会
Strategic Planをいかに訳すか！長期計画でなく本来の意味の戦略的計画としないと意味が曖昧になります。
それでは先にクラブに関しての事柄から考えます。クラブの長期計画（Long-range plan）および年次目標（annual goals）は、ロータリー先進国と目されるアメリカや日本などの会員数の減少に対しての危機感の表れとして発想されたとも考えられるＣＬＰの、「実施にあたっての要請事項の第一項目」に挙げられています。この意味はロータリーが第二世紀を向かえるに、如何なる方策がよいかの検討が行われた結果でした。ロータリーが会員減少に直面し、私たちのクラブにおける活動が果たして社会のニーズの変動に正しく適応してきたのか、また何か変革が求められているのではないかと、いう共通認識の下にＲＩはＣＬＰの導入を検討しました。だがＣＬＰがロータリー第二世紀を向けてのクラブ強化のための具体案として提唱され、そしてまたロータリー全体の問題として提唱されるべきであったはずにもかかわらず、弱小クラブの強化問題としてスタートしたと思われたところに、現在の誤解と混乱を生んだ一因があるかと思います。
ＣＬＰは　①　従来の慣習にとらわれず、クラブ運営上自由な発想が可能になる、　②　自クラブの実情に合わせてクラブ細則を作り直すことが出来る　ことによる固定観念からの脱却が、クラブをより強化でき、活動を活発化する意欲をわかせることになるはずと想定されるところに特徴があります。
では本題の長期計画がなぜ必要か！　
今の地球全体を観るにつけ、すさまじいスピードと激しい変化の中にあります。その世界情勢の変化とともに、いままでのロータリーの取り組んだ問題や課題に比べ、環境問題や人口増加など、人類の生存に関わる切実な問題がますます現実味を帯びてきたため、人道的な世界社会奉仕の比重が高まりつつあることはご理解いただけると思います。ＲＩはここに照準を合わせて、ＲＩの長期計画（Strategic  Plan）を発表しました。冒頭に申したとおりに、これをＲＩの戦略的計画と発表しておれば問題なく受け入れられたと思いますが、長期計画としたために、クラブの長期計画との兼ね合いの点で混乱を生じたことは否めません。各クラブは、いままで地元の比較的に小さな地域社会を奉仕の対象にしていたため、社会奉仕にそれほどの規模も要求されず、プログラムの新鮮さを保つ意味でも単年度のほうがニーズに合った奉仕が出来ました。しかしこのＲＩのStrategic Planを受け入れて達成するには、またロータリーに対する世間の期待とニーズの高まりにこたえるためにも、クラブのプログラムが長期ビジョンと継続性が望まれることは必然の成り行きかと考えます。しかも長期的な視点で活動を計画立案するには、社会のニーズとクラブの考えや方向性について、きちんと読み取る必要が生まれます。そしてその結果、そこには　・全員の参加（例会等に）　・全員との話し合い（クラブ協議会等）　・全員での活動（クラブ運営、奉仕活動等）の重要さに気づき、クラブ会員一人一人が当事者意識をもって活動できるようになるため、クラブを活性化する意欲がわいてくると感じます。そしてまたこれは、奉仕活動に費やす人員や費用にも大きく影響します。人員や費用の減少で活動が消極的になり、内に向きがちな姿勢を、会員が活発に活動へ参加することにより、内部的には職業奉仕を中心にしたクラブ会員の自己研鑽につながり、退会防止にも役立ち、さらに社会奉仕の継続した実施により外部の人に対する対外的な魅力になり、会員増強にもつながると思います。
このように考えるとこれを実際に実現する形態はいかにするべきか？の事柄すなわちクラブ理事会との整合性であります。長期計画を策定するには、現、次、元のクラブ指導者が実施に尽力することが望ましいし、このメンバーをサポートできるクラブ研修リーダーとの足並みをそろえなくてはいけません。ロータリー・クラブでは唯一無二の決定機関はクラブ理事会です。従って３年から５年にわたるプログラムも、ニーズの調査研究から立案、計画決定さらに奉仕活動の実施および結果の検証に至るプロジェクトの部分部分にあたって当該年度のクラブ理事会の監督検証を受けることは必然の流れだと思います。すなわちクラブ理事会とクラブ常設委員会との関係とは別のところにクラブ長期計画委員会やクラブ研修リーダーは位置するが、クラブ理事会の監督下にあることは紛れもない事柄だと思います。　以上考えを披露し、以下に長期計画の策定手順を記載します。また、クラブ長期計画委員会やクラブ研修リーダーを含めたクラブ組織図案を別紙に提案いたします。
“効果的なクラブ”とは
· 会員基盤を維持し、拡大する
· 成果ある奉仕プロジェクトを実施する
· 資金面およびプログラムへの参加を通じてロータリー財団を支援する
· クラブレベルを超えてロータリーにおいて奉仕できる指導者を育成する
以下にＣＬＰの長期計画の手順を図解いたします。

CLPの長期計画の策定の手順
・　クラブ理事会にて　　　中長期の目標に向けての計画の発議
↓
・　クラブ協議会にて　　　理事会の中長期の目標の策定提案に基づき、ロータリーの基本を共通認識にする。
↓
・　クラブフォーラムにて　ロータリーの基本の共通認識を基に、どんなクラブにしたいかの自由討議
↓
・　クラブ理事会にて　　　クラブ協議会、クラブフォーラムにて討論、討議
　　　　　　　　　　　　して共通認識を得た中長期目標を活動計画にするための特別委員会（アドホック委員会）の設立
↓
・　アドホック委員会　　　活動計画案を理事会に報告
↓
・　クラブ協議会にて　　　理事会に報告された中長期目標にもとづく活動計画案をクラブ協議会にて討論の後クラブ理事会にて審議　　
↓
・　クラブ理事会にて　　　最終決定
↓
・　クラブ例会にて　　　　クラブ理事会にて最終決定したことがらを発表・実行
アドホック委員会の構成
現会長・直前会長・会長エレクト・副会長・研修リーダー・若干名の委員
合計５～９名ぐらい

[image: image1.emf]次にクラブ委員会組織図を図示します。
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ロータリー・クラブに於ける

ベーシックなクラブ委員会組織図の考え


＊　クラブ委員会　　　　　　「入りて学び」

　　　　この委員会はクラブの内面を管理運営する。

　　　　　One profits most who serves best　に基づき例会での自己研鑽を含む例会の運営管理を所管する任務を負う。

　　　　　職業奉仕とクラブ管理

＊　奉仕委員会　　　　　　　「出でて奉仕せよ」
　　　　この委員会はクラブの対外的な奉仕活動を企画立案実施する。

　　　　　Service above self　すなわち利他の精神で社会奉仕、国際奉仕、ひいては新世代奉仕を実践する事を任務とする。

　

“One profits most who serves best ” “Service above self”　ならびに　

“入りて学び、出でて奉仕せよ”　

はいずれも上記のように単純な区分で内外の事象に当てはめる事には、当然ご批判があることは承知しているが、あえてこうすることで本質の大筋を理解する事の早道と考えての提案であります。


[image: image2.emf]※長期計画委員会は、年度方針によって拘束をうけることなく、クラブの歴史や伝統を

    踏まえ、年度を越えた｢望ましいクラブの将来像」を構想し、それに導かれる「効果的

    なロータリークラブの要素」に関する中・長期的で具体的な目標を提示し、理事会を

    介して会員の全員参加と合意形成の機会を可能の限り諮る任務を負っています。

　　理事会は、長期委員会に対して、要望の提出、可能な協力、決定の承認ができる。

※研修担当はクラブ研修リーダーの機能の研修部分のみを担う。
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[image: image3.emf]※長期計画委員会は、年度方針によって拘束をうけることなく、クラブの歴史や伝統を

    踏まえ、年度を越えた｢望ましいクラブの将来像」を構想し、それに導かれる「効果的
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    介して会員の全員参加と合意形成の機会を可能の限り諮る任務を負っています。

　　理事会は、長期委員会に対して、要望の提出、可能な協力、決定の承認ができる。

※研修担当はクラブ研修リーダーの機能の研修部分のみを担う。
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[image: image4.emf]・小委員会は会員数に応じて統合を可能とする。

社会奉仕委員会

※長期計画委員会は、年度方針によって拘束をうけることなく、クラブの歴史や伝統を

    踏まえ、年度を越えた｢望ましいクラブの将来像」を構想し、それに導かれる「効果的

    なロータリークラブの要素」に関する中・長期的で具体的な目標を提示し、理事会を

    介して会員の全員参加と合意形成の機会を可能の限り諮る任務を負っています。

　　理事会は、長期委員会に対して、要望の提出、可能な協力、決定の承認ができる。

※研修委員会はクラブ研修リーダーの機能の研修部分のみを担う。
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[image: image5.emf]※長期計画委員会は、年度方針によって拘束をうけることなく、クラブの歴史や伝統を

    踏まえ、年度を越えた｢望ましいクラブの将来像」を構想し、それに導かれる「効果的

    なロータリークラブの要素」に関する中・長期的で具体的な目標を提示し、理事会を

    介して会員の全員参加と合意形成の機会を可能の限り諮る任務を負っています。

　　理事会は、長期委員会に対して、要望の提出、可能な協力、決定の承認ができる。

※研修委員会はクラブ研修リーダーの機能の研修部分のみを担う。
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基本的には、35名～60名の案より広報と新世代奉仕を大委員会とした。
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クラブ棚卸表

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　ロータリー・クラブ
平成　　年　　月現在
（RI第2780地区クラブ奉仕委員会）

目的
「クラブ棚卸表」はクラブにおける過去の活動実績をつぶさに調査・検討し、さらに私たちのクラブにおける活動がはたして社会のニーズに正しく適応してきたか、何か変革が求められているのではないかの判断をする基礎資料を作成することに他なりません。

さらにこの資料は「クラブ活性化と充実を目指すための活動計画の指標」の記載に対する準備書面になります。従ってクラブの内部資料であり、クラブの現況報告、年度計画、ひいては中長期計画となりうる「クラブ活性化と充実を目指すための活動計画の指標」と表裏一体になる資料としての位置づけをお願いしたい。
クラブ奉仕委員会（クラブ管理運営委員会）
1 出席委員会について
1、 過去5年間の出席率を調べてください
過去５年間の出席率
　　　　　～　　年度　　　％　　　　～　　年度　　　％　　　　　～　　年度　　　％
　　　　　～　　年度　　　％　　　　～　　年度　　　％　　　       

2、 過去５年間に掲げた出席率向上のための施策を10項目列記しましょう
出席率向上のための施策10項目
Ａ，　　　　　　Ｂ，　　　　　　Ｃ，　　　　　　Ｄ，　　　　　　Ｅ，　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｆ，　　　　　　Ｇ，　　　　　　Ｈ，　　　　　　Ｉ，　　　　　　Ｊ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 クラブ会報委員会について
会報の発行経費について検討しましょう
過去5年間の会報発行の決算額を列記しましょう
　　　・前年　　　　　　　　　　・２年前　　　　　　　　・３年前　　　　　　　
　　　・４年前　　　　　　　　　・５年前　　　　　　　　
3 親睦委員会について
過去５年間の親睦活動項目を列記しましょう　そしてその予算と参加人数は？
　　　　　　項目　　　　　　　　　　　　　　　予算　　　　　　参加人数
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4 雑誌・IT委員会について
1、 過去に「ロータリーの友」を公共的場所に提供されたことはありますか
ある場合は具体的な場所を列記しましょう
　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　
2、 より多くの会員が「友」に目を通すための工夫をされたことがありますか
ある場合は具体的な方法を列記しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5 プログラム委員会について
1、 過去5年間における外部卓話者の件数を列記しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2、 他クラブに自慢できるプログラムを列記しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6 職業分類委員会について
1、 過去5年間の職業分類表を点検しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ロ、　　　　現在の職業分類表はいつ作成されたものですか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
7 ロータリー情報委員会について　（研修リーダーの場合は別項目）
貴クラブにおけるロータリー情報委員会の役割を列記しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
8 その他、貴クラブ独自の委員会がございましたら委員会別に棚卸をしましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
クラブ研修リーダー(クラブ研修委員会)について
　クラブにおいて実施した研修内容は：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
クラブ財政について
1 過去５年間のクラブ会費総額を記載しましょう
　　　（年会費×会員数）　　年会費　　　　　会員数　　　　金額
　　　　前年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　２年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　３年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　４年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　５年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 過去５年間の年間固定経費の総額と奉仕事業費の総額を列記しましょう
　　　　　　　　　　　　年間固定経費　　　　　　奉仕事業費
　　　　前年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　２年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　３年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　４年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　５年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会員増強委員会について
1 過去5年間の最大会員数は何名ですか
　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 過去5年前の会員数は何名ですか
　　　　前年　　　　　　　
　　　　２年前　　　　　　
　　　　３年前　　　　　　
　　　　４年前　　　　　　
　　　　５年前　　　　　　
3 女性会員は何名ですか
　　　　　　　　　　　　　　　

4 入会勧誘パンフレットはありますか
　　　　　　　　　　　　　　　
5 過去に増強のための特別なプログラムを組んだことがありますか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
広報委員会について
過去5年間の具体的な広報活動を列記しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職業奉仕委員会について

1 4つのテストの唱和を含め貴クラブがロータリーの原点である職業奉仕事業に
どのように取り組んできたか、その事業を列記しましょう　そしてその参加人数
　　　　　　　　　事業内容　　　　　　　　　　　費用　　　　　　参加人数　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 　職業奉仕に因んだ卓話がありましたら列記しましょう
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社会奉仕委員会について
1 社会奉仕活動は多岐にわたりなさっていると思います。そこで部門別に整理して
過去5年間の社会奉仕事業を列記しましょう　そしてその方法と参加人数
　　　　　　　　　事業内容　　　　　　　　　　　費用　　　　　　参加人数　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 　クラブによっては、社会奉仕部門の中に小委員会を設け事業活動を行っている場合があります。その場合は、小委員会を列記し、委員会別に事業を記載しましょう
　　そしてその参加人数
　　　　　　　　　事業内容　　　　　　　　　　　費用　　　　　　参加人数　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国際奉仕委員会について
①　　　国際奉仕活動は多岐にわたりなさっていると思います。そこで部門別に整理して
過去5年間の国際奉仕事業を列記しましょう　そしてその方法と参加人数
　　　　　　　　　事業内容　　　　　　　　　　　費用　　　　　　参加人数　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
②　クラブによっては、国際奉仕部門の中に小委員会を設け事業活動を行っている場合があります。その場合は、小委員会を列記し、委員会別に事業を記載しましょう
　　そしてその参加人数
　事業内容　　　　　　　　　　　費用　　　　　　参加人数　
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　新世代奉仕部門について
新世代奉仕プログラムについて
　　　新世代育成事業の実績を列記しましょう　そしてその参加人数
　　　　　　　　　事業内容　　　　　　　　　　　費用　　　　　　参加人数　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　インターアクトについて
　　　インターアクト・クラブをスポンサーしているクラブにあってはその歴史
　　　予算等を正確に記録しましょう
年度（歴史）　　　　　　　予算　　　　インターアクター会員数　
　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（インターアクト・クラブを現在スポンサーしていないクラブにあっては
　　　長期計画の立案時にご一考ください）
②　ローターアクト・クラブをスポンサーしているクラブにあってはその歴史
　　　予算等を正確に記録しましょう
　　　　　　　年度（歴史）　　　　　　予算　　　　ローターアクター会員種　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　（ローターアクト・クラブを現在スポンサーしていないクラブにあっては
　　　長期計画立案時にご一考ください）
3 　ライラ（RYLA）研修について
　　　これまでのライラ研修の参加者を年度別にロータリアン・青少年の人数を
　　　列記しましょう
　　　　　　　　年度（歴史）　　　参加ロータリアン数　　参加青少年数
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4 　世界社会奉仕（ＷＣＳ）について
　　　これまでに取り組んだＷＣＳ事業を列記しましょう　そしてその方法と参加人数
　　　　　　　　　事業内容　　　　　　　　　　　費用　　　　　　参加人数　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5 青少年交換プログラムについて
　　　これまでの、送り出し・受け入れの実績を年度別に列記しましょう
　　　　　　　　　事業内容　　　　　　　　　　　費用　　　　　　参加人数　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
ロータリー財団部門について
1 過去5年間の財団年次寄付の実績を総額と会員一人当たりの金額にして
年代別に列記しましょう
　　　　　　　　　　　　寄付総額　　　　寄付者数　　　　会員一人当たりの金額
　　　　前年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　２年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　３年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　４年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　５年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 過去5年間の恒久基金の金額を年度別に列記しましょう
　　　　　前年　　　　２年前　　　　３年前　　　　４年前　　　　５年前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 過去5年間のポリオに対する寄付金額を年度別に列記しましょう
　　　　　前年　　　　２年前　　　　３年前　　　　４年前　　　　５年前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4 財団奨学生の派遣した実績を列記しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5 研究グループ（GSE）交換について
　　　派遣生をスポンサーしたことのあるクラブはその年度と氏名を列記
　　年度　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6 地区補助金について
　　　地区補助金を活用して地域社会奉仕事業を行ったクラブは、その年度
　　　事業内容・その成果・総予算額・補助金額を列記しましょう
年度　　事業内容　　　　　　　　　成果　　　　　　　　総予算額　　　補助金額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
米山記念奨学部門について


1 過去5年間の米山年次寄付の実績を総額と会員一人当たりの金額にして
年代別に列記しましょう
　　　　　　　　　寄付総額　　　　寄付者数　　　　会員一人当たりの金額
　　　　前年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　２年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　３年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　４年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　５年前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2 過去１０年間の米山記念奨学生の世話クラブとしての実績を列記しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 過去5年間の米山記念奨学生の卓話を列記しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＣＬＰについて
CLPを採用した期日は？
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
細則を変更しましたか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
直近の変更した年度は？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
CLPを採用したメリットを列記ください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
CLPを採用したデメリットを列記ください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
姉妹クラブ・友好クラブについて

姉妹クラブか友好クラブを締結していますか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
それは国内ですか、海外ですか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
締結した年度は（西暦で）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主な行事または活動は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブ活性化と充実を目指すための活動計画の指標

RI第2780地区クラブ奉仕委員会
・　　　～　　　年度用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RC
「クラブ活性化と充実を目指すための活動計画の指標」は、クラブが現況を充分認識したうえで来るべき年度の目標を設定するためのツールとして役立てるものです。この資料は、クラブ・リーダーシップ・プランに基づいて作成されていますが、日本の事情を加味して修正を加えています。クラブは必要に応じて項目や方策を独自に追加して差し支えありません。会長エレクトは、クラブと協力してこの書式に記入の上、7月1日までにガバナー補佐（6月30日まではガバナー補佐エレクト）に提出するよう求められています。（RI2780地区仕様）
会　長　氏　名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　就任年度：　　　　　　　　　　
郵　便　宛　先　：〒　　　‐　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電　話　番　号　：　　　　　　　　　　　　　FAX番　号　：　　　　　　　　　　　　
E-メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会員に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
現在の会員数：　　　　　人、昨年6月３０日の会員数：　　　　　人、
5年前の6月３０日の会員数：　　　　　人、
男性会員数：　　　　　人、女性会員数：　　　　　人、会員の平均年齢：　　　　　才、
在籍年数ごとの会員数：1年～3年未満：　　　　人、3年～5年未満：　　　　人、
5～10年：　　　　人、
ロータリー財団学友である会員の数：　　　　人、（※コメント　　　　　　　　　　　　　　　）
過去3年間に新会員を推薦した会員の数：　　　　人、結果入会し在籍中の会員数：　　　　人、
過去3年間に退会した会員の数：　　　　　人、
クラブの会員構成は、どのような多様性を反映していますか？
　□職業　　　　□年齢　　　　　　　　□その他（　　　　　）
職業分類表の更新は毎年行われていますか？　□Yes　　　　□No
現在の職業分類表は何時更新されたものですか？　　　　　　　　年
当クラブの職業分類表には、　　　（数）の職業分類があり、うち　　　（数）が未充填です。
職業分類表の見直し（更新）は、就任年度の　　　　月実施の予定です。
当クラブが在籍中の会員を惹きつけているのはどのような点でしょうか？（文章回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
逆に在籍会員を惹きつける妨げになっているのはどのような点でしょう？（文章回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
入会希望者は、当クラブのどのような印象に惹きつけられるのでしょう？（文章回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当クラブのどのような点が入会を妨げているのでしょう？（文章回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新会員のためのオリエンテーション・プログラムを実施していますか？
　□Yes    □No     
前問でYesと回答の場合は、その内容について簡略な説明をしてください。（文章回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
前問でNoと回答の場合は、その理由を書いてください。（文章回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新会員と現会員の双方を対象としたクラブの継続的教育（研修）プログラムがありますか？
　□Yes    □No
前問でNoと回答の場合、その必要性についてどう考えていますか？
　□必要と考える　　□不必要と考える
前問で不必要と考えると回答の場合、その理由を説明してください。（文章回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当クラブは過去5年以内に新クラブを提唱した。　□Yes    □No
クラブ会員がRIプログラムの「ロータリー親睦活動」や「ロータリアン行動グループ」に参加している場合、その人数とグループ名を書いてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の目標
次年度会員増強目標：　　　　    　 年6月30日で　　　　人の純増
うち女性会員の増強目標：　　    　 年6月30日で　　　　人の増強
うち50歳以下の会員の増強：　　  　年6月30日で　　　　人の増強
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
· 例会の充実に努め、会員の参加意欲を高めるプログラムの実施を考慮する。
· 会員家族が参加しやすい例会プログラムを開発する。
· 地域社会の人たちも参加できる例会プログラムの実施。
· 新会員のためのオリエンテーション・プログラム充実に努める。
· 新会員を入会後一年間フォローする体制を実現する。
· 今後の標準となるようなクラブ研修プログラムを検討・実施する。
· 地域社会の人たち、とりわけ若い人たちの参加を促す奉仕プロジェクトを企画する。
· 退会した人たちとの最小限必要なコンタクトを考慮する。
· 会員候補者のためにロータリーの一般情報を提供するパンフレットを作成する。
· ロータリー親睦活動やロータリアン行動グループへの理解を深める方策を考慮する。
· 会員候補者の推薦はロータリアンの責務であるという自覚を促す。
· その他（具体的に明記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の活動計画（記述してください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
奉仕プロジェクトに関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
下記の項目の過去3年間と今年度の実績を記入してください。
青少年交換学生の受入数：　　　　名、　　　青少年交換学生の派遣数：　　　　名、
（WCS）世界社会奉仕プロジェクトの数と対象国：　　　　　件、（　　　　　　　　　）
地域社会への奉仕活動の数とプロジェクト名：　　　　　件、（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
姉妹クラブや友好クラブとの共同プロジェクトの数とプロジェクト名：　　　　　件、（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
インターアクト・クラブ提唱：　□あり（クラブ名　　　　　　　　　　）□なし
ローターアクト・クラブ提唱：　□あり（クラブ名　　　　　　　　　　）□なし
□ロータリー地域社会共同体　□ロータリー友情交換　□ロータリー・ボランティア等のRIプログラムに関わりがあればチェックの上、コメントを記述してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の目標
当クラブは、次年度の奉仕活動目標を次のように設定しました。
地元地域社会を対象とした活動：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
海外の地域社会を対象とした活動：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
奉仕目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
· 奉仕プロジェクト委員会が奉仕プロジェクトの企画・立案・実施について充分な勉強をする。
· 地元地域社会のニーズ調査の実施。
· 海外における地域社会のニーズ情報を入手する。
· クラブの奉仕プロジェクトには会員全員が参加するよう計る。
· 奉仕プロジェクトに支出する資金とその募金活動（スマイルを含む）を見直す。
· 姉妹クラブや友好クラブとの共同提唱プロジェクトを検討する。
· 世界社会奉仕プロジェクトに挑戦する。
· 奉仕活動のためにロータリー財団からの補助金を使用する。
次のRIプログラムに積極的に参加する。
· インターアクト・クラブ提唱を検討する　　□　ローターアクト・クラブ提唱を検討する
· ロータリー友情交換　　□　ロータリー・ボランティア　　□　青少年交換
· ロータリー地域社会共同体　　□　RYLAプログラム
· その他（具体的に明記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の活動計画(記述してください)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロータリー財団に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
下記の項目の過去3年間と今年度の実績を記入してください。
授与された地区補助金の件数とプロジェクト名：　　　　件、（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
国際親善奨学生の数：　推薦者数　　　　名、　選出者数　　　　名、
研究グループ交換チームメンバーのホームステイ：　　　　名、　　　　日、
研究グループ交換チームメンバーの派遣者数：推薦者数　　　　名、選出者数　　　　名、
ボランティア奉仕活動補助金：　　　　件、マッチング・グラント：　　　　件、
3-Hプログラム：　　　　件、大学教員のための補助金：　　　　件、
ロータリー世界フェロー：推薦者数　　　　名、選出者数　　　　名、
ポリオ・プラス・パートナー活動の数：　　　　件、　　　　人、
年次寄付の額：3年前　　　　　　ドル、2年前　　　　　　ドル、昨年　　　　　　ドル、
今年度　　　　　　　ドル、
恒久基金の額：3年前　　　　　　ドル、2年前　　　　　　ドル、昨年　　　　　　ドル、
今年度　　　　　　　ドル、
下記の身分を有するクラブ会員の数：
ポール・ハリス・フェロー　　　　名、ベネファクター　　　　名、大口寄付者　　　　名、
「財団の友」会員　　　　名、「遺贈友の会」会員　　　　名、
ポール・ハリス・ソサエティ　　　　名
アーチクランプ・ソサエティ　　　　名
クラブが現在の連絡先を把握している財団学友の数：　　　　名、
今後の目標
当クラブは、次年度のロータリー財団に関連する目標を次のように設定しました。
ポリオに関する募金活動と目標額：　　　　　　　　　　　ドル、
年次プログラム基金への寄付目標額：　　　　　　　　　　　　ドル、
ベネファクター：　　　　名、　　　　　　　　ドル、
大口寄付者数：　　　　名、「遺贈友の会」会員数：　　　　　名、
クラブが参加するロータリー財団プログラム：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
· クラブ財団委員会が財団プログラム全般への理解を深め、財政的支援を推進できる力をつける。
· 会員の財団プログラム理解を深め、財政的支援の必要性を認識する方策を検討・実施する。
· 財団に関するプログラムを四半期に一度は計画する。財団学友の卓話を考慮する。
· 11月の月間を目標に寄付を募る。
· クラブ研修プログラムには必ず財団に関する事を盛り込む。
· 地区の財団セミナーへの出席は、財団委員長はもちろん会長や関心ある会員の出席も考慮する。
· 財団プログラムに参加した会員を表彰することを検討する。
· 全ての会員に毎年の財団への寄付を奨励し、EREYクラブを達成する。
· 財団プログラム参加者や学友に、クラブのプログラムや活動への参加を呼び掛ける。
· 「未来の夢計画」に関する研修プログラムを実施し、理解を深める。
· ポリオ・プラス・プログラムへの参加と財政的支援に努める。
· その他（具体的に明記）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の活動計画(記述してください)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
米山記念奨学会に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
下記の項目の過去3年間と今年度の実績を記入してください。
世話クラブとして支援した米山奨学生の数：　　　　名、
クラブ米山奨学生支援（CY）：　□あり　　　□なし
米山奨学生・米山学友による卓話の実施：　　　　回、
地区米山セミナーに参加した会員の数：　　　　名、
普通寄付の額：3年前　　　　　　　円、2年前　　　　　　　円、昨年　　　　　　　円、
　今年度　　　　　　　円、
特別寄付の額：3年前　　　　　　　円、2年前　　　　　　　円、昨年　　　　　　　円、
　今年度　　　　　　　円、
今後の目標
当クラブは次年度の目標を次のように設定しました。
普通寄付額：　　　　　　　　円（会員一人当たり　　　　　　　円）
特別寄付額：　　　　　　　　円（会員一人当たり　　　　　　　円）
地区セミナーへの参加者数：　　　　名、
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
· 米山委員会や米山担当者のプログラムへの理解を深め、寄付を推進できる力をつける。
· クラブ会員の米山奨学会活動への理解を深め、財政的支援を推進する。
· 米山月間の送金を目標に寄付を推進する。
· 米山奨学生や学友との交流の機会を検討するとともに、卓話を実施する。
· 地区米山セミナーへの積極的参加を呼び掛ける。また確実な報告をする。
· 地区の米山の活動（クリーンキャンペーンなど）に積極的に参加する。
· 米山梅吉という人物について学ぶ機会を持つ。
· 過去お世話した米山奨学生との連絡を心がける。
· その他（具体的に明記）
今後の活動計画(記述してください)
指導力（リーダーシップ）の育成に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
今年度下記の会合に出席したクラブ会員の数：
地区チーム研修セミナー：　　　　名、　地区協議会：　　　　名、
地区会員増強セミナー：　　　　名、　　地区指導者育成セミナー　　　　名、
地区米山セミナー：　　　　名、　　　　地区ロータリー財団セミナー　　　　名、
規定審議会報告会等：　　　　名、　　　地区大会：　　　　名、
地区レベルで関与しているクラブ会員の数：　　　　名、
現ロータリー年度にガバナー補佐の訪問を受けた回数：　　　　回、
今後の目標
当クラブは、次年度指導者育成の目標を次のように設定しました。
（必須目標）
地区が開催する各種セミナーへの参加を積極的に推進すると同時に、そのクラブ会員への報告を徹底する。
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
· 会長エレクトとしてPETSおよび地区協議会に参加する。
· 全クラブ委員会委員長が地区協議会に出席する。
· 地区主催の各種セミナーへの積極的参加を心がける。
· 地区主催会合のクラブ会員への報告の徹底を図る。
· ロータリーの歴史や理念を学ぶクラブ研修を実施する。
· クラブ会員全員に対する国際ロータリーの動向に関する研修の実施。
· 財団補助金を管理することの重要性を学ぶ。
· 国際大会への参加を推進する。
· 姉妹クラブや友好クラブとの情報交換を確実にする。
· 「手続要覧」や「ロータリー章典」を身近なものとする。
· 国際ロータリーやロータリーの友のホームページを定期的に閲覧する。
· その他（具体的に明記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の活動計画（記述してください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
広報に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
過去3年間で報道機関に取り上げられたクラブの活動を列挙してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その報道機関の種類を書いてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の目標
当クラブは、次年度の広報の目標を次のように設定しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
· 広報委員会がクラブで有する重要性を理解する。
· 何を、何処に、何時、どのようにして広報するのか、その主体は何なのかを充分考える。
· 安易な広報活動が持つ不利益を考慮する。
· 地区の広報委員会との連絡を密にする。
· 公共イメージ向上のためにクラブがなすべきことを考え学ぶ。
· 地元の報道機関との連絡がいつでも取れる用意を心がける。
· 奉仕活動の展開に関する広報を考慮する。
· その他（具体的に明記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の活動計画（記述してください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブ奉仕（クラブ管理運営）に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
クラブは、CLPに基づいて管理運営を行っていますか。　□Yes　　　□No
クラブ理事会は毎月開催されていますか。　□Yes　　　□No
クラブ協議会は、何回開催されますか。　　　　　回
クラブ協議会は、例会とは区別して開催されていますか。　□Yes　　　　□No
クラブフォーラムは、何回開催されますか。　　　　回
クラブフォーラムは、例会とは区別して開催されていますか。　□Yes　　　□No
クラブは、長期計画（Long-range plan）を定めていますか。　□Yes　　　□No
クラブは、理事会や委員会などの継続性を保つ体制を敷いていますか。　□Yes　　□No
「クラブ奉仕」という考え方の理解はできていますか。　　□Yes　　　□No
クラブには全会員が積極的に活動できる体制が整っていますか。　□Yes　　　□No
クラブ会報発行の頻度は？　　　　　  
クラブはウェブサイトを設けていますか。　□Yes　　　□No
クラブウェブサイト更新の頻度は？　　　　　　　　　　
クラブは、ロータリーの特別月間を祝っていますか。　□Yes　　　□No
例会プログラムがどのように企画・運営されているか説明してください。(文章回答)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブは、どのような親睦活動を実施していますか。(文章回答)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブは、ロータリアンの家族をどのように参加させていますか。(文章回答)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブは、ロータリー家族をどのように参加させていますか。(文章回答)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブの予算はどのように作成されますか。(文章回答)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブ予算は独立した公認会計士が監査していますか。　□Yes　　　□No
クラブは、スマイル実績を次年度奉仕予算の原資としていますか。　□Yes　　　□No
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の目標 （記述してください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
· クラブ理事会の運営に関する研修を実施する。
· クラブ・リーダーシップ・プランによる組織管理運営を充分理解する。
· 地区リーダーシップ・プランとクラブとの関係を明確に理解する。
· ガバナー補佐を介しての地区とのコミュニケーションを正しく利用する。
· クラブ細則が最新のロータリーの組織原則を反映するように更新をする。
· 地区人事を考慮しつつクラブにおける人事を推進する。
· 地区大会には少なくともクラブ会員の75パーセントは出席するよう努める。
· 例会プログラムは、会員の職業に関する卓話の機会を確実に増やす。
· 会員家族や地域社会の人たちが参加できる例会プログラムを開発する。
· 特別月間のプログラムを充実させる。
· 例会におけるあらゆる報告事項の確実な伝達システムを確立する。
· 会員相互の交流が深まる親睦活動を開発実施する。
· 例会所要時間の増加を現実問題として検討する。
· クラブ会報の内容の再検討をする。記録と親睦増進と教育的側面の具備
· 退会者に対する最小限の配慮事項を確立する。
· スマイルメッセージに会員個々が工夫を凝らす。
· あらゆるロータリーの会合への出席を意識的に高める努力をする。
· その他（具体的に明記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今後の活動計画（記述してください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当クラブは、以下の項目についてガバナー補佐またはガバナーによる援助を必要とします。（列記）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
当クラブは、ガバナーあるいはガバナー補佐のクラブ訪問中に次の問題について討議することを希望します。（列記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　クラブ会長の署名　　　　　　　　　ロータリー年度　　　　　　ガバナー補佐の署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付
クラブ委員会





奉仕委員会





クラブ理事会
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